















































































のか。本稿は以下、第 2 節でインドネシアの森林政策の概略を述べる。第 3 節は調査村の概要と、タル
ン―フマシステムについてのべ、第 4 節は、調査村における国家管理林と住民の林業、また森林を中心















































年に森林局（Directie van Houtbosschen）が創設されるが、1825 年に森林局が廃止され、再び森林行
政が各知事に任されるが、1832 年森林行政は耕作局（Directie van cultuur）の一部に包摂され、1866










減少していった。その結果、1914 年ごろ、ジャワにはチーク林が 68 万ヘクタール、そしてその他の森
林が約 100 万ヘクタールと、合計 168 万ヘクタールで、森林面積はジャワ・マドゥーラ島全体の 13%

















 すなわち、ジャワ・マドゥーラ地域（以下ジャワ島と呼ぶ）のチーク林面積は、1901 年に 64.5 万ヘ
クタール5であったが、1913 年に上述の通り 68 万ヘクタール6、1920 年に 73.9 万ヘクタール7、1930
年に 79.9 万ヘクタール、1938 年に 81.5 万ヘクタール8と増加する。さらに、その他の保護すべき森林
は、1920 年に 148.9 万ヘクタール9、1930 年に 166.5 万ヘクタール、1938 年に 190.5 万ヘクタール10と
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4 Beversluis, A.J., “Opgaven en orgnisatie van het boschwezen in de buitengewesten in verband met de 
bestuurshervorming”, in Boschwezen in Nederlandsch-Indië: Buitengewesten –congresnummer 1937, Prae-adviezen, 
Voordachten en Debat. Buitenzorg: Archipel, 1937, p.21 
5 Verslag van den Dienst van Het Boschwezen in Nederlandsch-Indië over het Jaar 1901, Deel I Algemeen Verslag, 
Bijblag A, Batavia:Landsdrukkerij, 1902 
6 Verslag van den Dienst van het Boschwezen in Nederlandsch-Indië 1913, Weltevreden: F.B.Smits, 1914, p.2 
7 Verslag van den Dienst van het Boschwezen in Nederlandsch-Indië, Over het Jaar 1920, 
Wsltevreden:Landsdrukkerij, 1928, p.64 
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いわば着々と増加していった。この両者を合計した森林面積と、それがジャワ島全体面積に占める割合
は、上述の通り 1913 年は総森林面積 171 万ヘクタール 13.4 パーセントであったが、1920 年には 222
万ヘクタール 17.1 パーセント、1930 年には 246.4 万ヘクタール 18.6 パーセント、1938 年に 272 万ヘ
























独立に際して策定された 1945 年憲法第 33 号は、土地、水、およびこれらの包蔵される資源は国家が
管理し、最大限の国民の福祉のために用いられる、と規定した。独立後の土地法を決定づけた 1960 年






                                                                                                                                                                        
10 Verslag van den Dienst van het Boschwezen in Nederlandsch-Indië over het Jaar 1938, Buitenzorg: Archipel 
Druerij, pp.7-9 
11 Agrarisch Besluit, Koninklijk Besluit van 20 Juli 1870, No. 15, Staatsblads 1870, No.118 
12 Undang-undang Republik Indonesia Tahun 1960 No. 5 tentang Peraturan Dasar Pokok-pokok Agraria 
13 水野広祐「インドネシアにおける土地権転換問題」水野広祐・重富真一編『東南アジアの経済開発と土地制度』研究


















である、保安林（Hutan lindung）,生産林（Hutan produksi）,自然保護林（Hutan Suaka Alam）に
分けられた。 





このように独立後の森林行政が進む。ジャワ島の森林面積は、1963 年が 299 万ヘクタール15 （ジャワ
島面積に占める割合が 23 パーセント）、1973 年が 289.1 万ヘクタール16（22.2 パーセント）、さらに 1998
年は 302.5 万ヘクタール（23.3 パーセント）17、2004 年は 305.5 万ヘクタール（23.5 パーセント）で
あった。そして、2004 年のジャワ島の森林区分をみると、保安林が 69.3 万ヘクタール、自然保護林が
59.8 万ヘクタール、生産林が 139 万ヘクタール、制限的な生産林が 37.4 万ヘクタールであった18。 
 これらの数値を見ると、植民地期からの一貫性が明らかであろう。すなわち、1938 年は 278 万ヘク
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15 Biro Pusat Statistik, Statistik Indonesia 1964-1967, Djakarta: Badan Pusat Statistik 1968, p. 133 
16 Biro Pusat Statistik, Statistik Indonesia 1974/1975, Jakarta:Biro Pusat Statistik, 1975, pp.204-205 
17 Badan Pusat Statistik, Statistik Indonesia 1998/1999, Jakarta: Badan Pusat Statistik, 2000, p.204 
















 西ジャワ州は大変人口稠密である。すなわち、一キロ平方メートルあたりの人口密度が 1000 人を超
す。このような人口稠密な地域で今日も焼畑が行われているのがタルン（Talun）システムである。 
 調査を実施した、西ジャワ州チアンジュール県（Kabupate Cianjur）ボジョンピチュン郡（Kecamatan 
Bojonpicun）クマン村（Desa Kemang）には、2518.6 ヘクタールの土地がある。そこには、1040.6 ヘ
クタールの森林地域があり、この森林地域は、国営企業である国営林業会社の管理する土地となってい
る。この 1040.6 ヘクタールは、135 ヘクタールの保護林と 905 ヘクタールの生産林よりなる。この森
林地帯は村域内にあるが、すべて国家が管理する土地（tanah yang dikuasai Negara）である。一方、
この 2518,6 ヘクタールの村域には、878.6 ヘクタールの畑地（pasir）があり、また、83 ヘクタールの
水田がある。これらの畑地や水田は、個人の所有地となっている。 
国営林業会社は、この森林地帯に付加価値の高いチークの木や、マホガニーの木を植えている。ただ
し、多くの土地において、社会林業（kehutanan sosial, social forestry）プログラムが実施され、一区







                                                   
19 筆者らによる当該調査村の研究成果としては、水野広祐・スギアー・M・ムグニシャー「経済危機と農民―危機対応と
政府のセーフティーネットプログラム」『科学』（岩波書店）、Vol.73 No.7、2003年 7月号、769-777ページ、Mizuno Kosuke, 
Tsujii Hiroshi, Ageng Heriyanto,”Forest Management and Local People, How can We Reach to Sustainable 
Development ? A Case Study at West Java, Indonesia”, in Toward Sustainable Development in Southeast 
Asia: From Forest Management to Eco-Tourism, Research Center for Regional Resources, The Indonesian 
Institute of Science, in Cooperation with the Japan Foundation, Jakarta,2005, pp. 159 – 176、Siti Sugiah M. 
Mugniesyah, Mizuno Kosuke, Access to Land in Sundanese Community: A Case Study of Upland Peasant 
Households in Kemang Vilalge, West Java, Indonesia, Southeast Asian Studies, Vo. 44, No.4, March 2007, 
pp. 519-544、水野広祐 2007 ｢インドネシアにける村落会議と村落議会―植民地期 20 世紀初頭における村落











畑のこの作業に 4・5 日から天候などにより 15-20 日かけることもある。その後、それらを小枝や枯葉
とともに積み上げて火入れを行う（ngahuru）。その後、もえのこりを集めてそれが燃えきるよう再度

















キュウリ、トウガラシ、カボチャ、トウモロコシなどが収穫される。そして、2 月ないし 3 月に陸稲の
収穫となる。この作期に、農民は、ジャワセンゴンなどの木材となる樹種や、胡椒を植える。 
































































































































事典をみると、中ジャワ州および東ジャワ州に 6 つの taloen の名を冠した村（dorps）があり、またレ
ンバン理事州（Residentie Rembang）トゥバン県（Afdeeling Toeban）には、タルンの名前の山があ
る20。一方、1931 年に発行された地方自治組織ディレクトリーによると、中ジャワ州および東ジャワ州
に 2 つの郡（onderdistrct）および、村落レベルでは、東ジャワ州に 5 村落、中ジャワ州に 2 村落、西









                                                   
20 Veth. P.T., Aardrijkskundig en Staatistisch Woordenboek van Nederlandsch Indië, Derde deel, R-Z, Amsterdam: 
Van Kampen, 1869,p.862 
21 School W.F., Alphabetisch Register van de Administratieve- （Bestuurs-） en Adatrechtelijk Indeeling van 
Nederlandsch-Indie Deel I:Java en Madoera, Batavia; Landsdrukkerij, 1930,p.373 
22 Adatrechtbundel, XIV, Het Koninklijk Instituut Voor De Taal, Land, en Volkskunde van Nederlandsch-Indië, 
























ているのであった。葉バナナは、一枚 100 ルピアから 200 ルピアであった（1998 年から 2010 年の間）。
一ヘクタールに葉バナナばかり植えれば 1000 本作付できる。2 年目からすでに収穫があり、毎月一本
の木から約 4 枚の葉をうることができる。例えば、2001 年時点で、一枚を 150 ルピアとすれば、月 60
万ルピア、年間 720 万ルピアの租収入となる。労賃は月 10 万ルピア、ほとんど肥料や農薬を与える必
要がない。2001 年の調査 60 世帯の年間平均世帯収入が 1050 万ルピアであったことからも、またジャ
カルタの最低賃金が月 40 万ルピア台であったことを考えてもその高い付加価値が理解できよう。 
このような葉バナナ栽培が多くの収穫をもたらすのも、タルン―フマシステムのもと、豊饒な土壌が
維持されてきたからであろう。 
私達、調査チームは、1998 年に調査を開始した。1998 年 8 月の調査は期せずして、1998 年 5 月の
スハルト大統領退陣直後で、アジア通貨危機の影響をまた強く受けており、通貨価値の暴落による諸価
格の変動が大きかった。そして、1999 年 8 月、ハビビ政権下のインドネシアの大変動の中、調査村山
林で猛烈な盗伐が起こっていた。 
前述の、国営林業会社管轄の国家管理地の森林のうち、特にチーク材が盗伐の対象となっていたので
                                                   
23 Adatrechtbundel, XIV, Het Koninklijk Instituut Voor De Taal, Land, en Volkskunde van Nederlandsch-Indië, 
S-Gravenhage:Martinus Nijhoff.1917, p.230 
24 Soemarwoto, Otto, Linda Christanty, Henky, Y. H. Herri, Johan Iskandar, Hadyana, and Prlyono, The 
Talun-Kebun: A Man-made Forest Fitted to Family Needs, Food and Nutrition Bulletin, Vo. 7, No.3, 1985,pp.48-51 
25 例えば、Christanty, L.S., D. Mailly, and J.P. Kimmins, “Without bamboo, the land dies”: Biomass, litterfall, and 






















ジャワセンゴンは、植えて 8 年ですでに販売可能な太さになり、10 年もたてばかなりの太さになる。
樹齢 7-8 年だと、2 本で一立方メートルに、樹齢 11 年で一本で一立方メートルになる。2011 年 10 月現
在、調査地地域では、一立方メートルの価格が 100 万ルピア（約 1 万円）に相当する。もしジャワセン










































年の 13.4 パーセントが、1920 年には 17.1 パーセント、1930 年には 18.6 パーセントで、植民地期末期
の 1938 年には 20.6 パーセントにまで増加した。この政策は基本的には、独立後も維持され、政府が直
接管理する土地における森林地帯のジャワ島面積に対する比率は、1973 年が 22.2 パーセント、さらに









                                                   
26 2011 年 9 月 28 日の筆者による、クマン村村長へのインタビュー結果。 
27 例えば、2007 年の西カリマンタンにおける国家が管理する土地における違法伐採と密輸には、州知事、県知事、林業
局長、軍、警察、検察が関与し、すべて逮捕された。 
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販売する場合、住民が許可を得ていなければ違法伐採となってしまうという矛盾を生んでしまったので
あった。そして、この制度こそが、住民による樹木の栽培を妨げてきたのであった。一体、違法伐採と
はだれにとっての違法であったのであろうか。それは、林業局から見た違法であって、決して古くから
森林を利用し、森を守ってきた住民にとっての違法ではない。 
その結果、公式には森林となっている地域で違法伐採によって森林が無くなりつつあるのに対し、公
式には森林ではない地域においてジャワセンゴンなどの植林が滔々と進んでいるという逆説が生まれ
ているのである。この背景には、ようやく伐採許可制度が植林を妨げてきた、という認識がジャワ島の
一部の行政で生まれ、規制緩和が進むと言う改善があったのであった。 
私たちは、これらの考察に基づき、リアウ州の荒廃泥炭地において泥炭湿地林樹木である、ビンタン
ゴルなどの樹木を放棄された泥炭地に栽培し、住民林業を展開すべく色々な試みを実践している。この
住民林業の提案と実践の背景には、筆者らによる西ジャワにおける本稿で述べた住民による焼畑と森林
利用のシステムに関し、隣接する国営林業会社の土地における違法伐採の実態との対比、またインドネ
シアにおける森と森林行政に関する本稿に述べた考察があった故であった。リアウの住民林業は別稿で
詳述するが、インドネシアにおける森林の回復と人々との共生を考えるためには、本稿における、タル
ン在地のシステムと、制度や森の歴史に関する考察を一層進める必要があるのである。 
 
 
